
JASMINE搭載検出器の開発状況:2Kx2K画素素子の性能評価
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赤外線位置天文観測衛星JASMINEでは焦点面センサとして国産の2K x 2K InGaAs近赤外線イメージセンサの搭載を予定
している。本講演ではその開発検討状況について報告する。

2023年度には、地上観測用として開発された1.3 K x 1.3 Kセンサ(Nakaya+20)と宇宙向けに開発した128 x 128センサ
(Miyakawa+24)をベースに、2K x 2Kセンサの試作を実施した。2025年度は、環境試験と性能試験に加えグローバル
シャッター(GS)機能を付与した読み出し集積回路(ROIC)の開発を行った。2026年度には、GS機能付きROICを用いた可
視光阻止機能付き2K x 2K InGaAsセンサーの開発を行う予定である。本公演では、2025年秋季年会、2026年春季年会で
の環境試験報告、春季年会での性能試験速報に続き、性能試験結果を報告する。

2025年12月から2026年5月に渡り、試作検出器3個の性能試験を行い、雑音、暗電流、暗電流の温度依存性、量子効率
とその波長依存性、光応答の画面内一様性等の測定を行った。環境温度170Kにての測定値はおおむね以下であった：雑
音 15e (CDS)、暗電流 0.7 e/s/pix、量子効率: 0.7-1.0 at 0.9-1.6 um。暗電流は 環境温度100 - 200 Kでは大きく変わら
す、200 Kを超えると指数関数的に増大した。
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